


そして、役場内関係課に対する文化遺産の保存活用に関するヒアリングを実施し、これ

までの行政の取り組みや支援等について、調査を実施した。 
これらの調査検討を踏まえ、次のとおり意見を付して報告する。 

 
＜意 見＞ 
１）江差町における文化遺産保護等に対する行政支援について 
これまで、本町では文化遺産保護の行政支援として、年間２千万円を超える文化財保護

費（平成２８年度実績）を執行しているが、半分近くが賃金等の支出であり、文化財保

護（文化財施設の老朽対策等）の見地からは十分ではないと考えられる。 
文化遺産保護にあたっては、行政だけではなく、所有者や町民を巻き込んだ保護、活用

のあり方を検討していくべきである。また、文化遺産の活用という視点では、縦割りで

はなく横軸を基本に役場内関係課の連携を密にしていくことが重要である。 
そして、今までの文化財行政に見られた保護中心の手法だけでなく、育て、活用すると

いった取り組みも必要である。具体的には、町民や団体が行う文化遺産保護活動に対す

る補助事業についても検討すべきである。 
 

２）江差町における古文書等保存資料の整理状況について 
本町に保存されている古文書等保存資料については、一定程度整理がされているものの

不十分であり、未解読資料の中には歴史的な価値のある文化遺産が埋もれている可能性

も否定できない。今後の資料の解読と合わせ資料のデータベース化するなど、計画的な

整理が必要である。 
 

３）江差町における文化遺産に対する町民理解と伝承について 
本町の文化遺産の中で、特に無形民俗文化財の保存・伝承において、現在の少子化社会

にあって担い手不足が深刻な問題となっており対策が必要である。 
江差町歴史文化基本構想には、著名な文化財のほか、「江差のお宝」として有形、無形

の沢山の「お宝」が掲載されているが、町民の認知度という点では進んでいるとは言え

ない。具体的には、町民向け「日本遺産ツアー」の開催や、子どもたちの地域文化学習

として副読本教材の改訂を通し、「ふるさと江差に心の向く教育の推進」を強化すべき

である。 
 

４）江差町における文化遺産の観光資源としての活用について 
本町の文化遺産は、いにしえ街道のようにまとまったエリアとその他の文化遺産との連

携が不十分と考えられる。点在している文化遺産の点を、線で結ぶことによって、江差

の歴史、文化の深化が図られ、観光資源としての拡大に繋がる。また、近年の観光は団

体から個人にシフトしてきている傾向があり、これまでの観光ルートでは発見できなか

った「お宝」にスポットを当てることも必要である。 
 
 

 



５）日本遺産認定後の事業展開について 
  日本遺産の認定による文化庁からの支援は３年間である。事業メニューが限定されて

いる中でも、関係機関、団体からの要望を取り入れ、観光資源である文化遺産の磨き

上げと、情報発信が重要である。 
 また、最終的には全国各地に１００程度の日本遺産が認定される。全国的には、日本

遺産の認知度はこれからという段階であるが、自らの事業展開と日本遺産認定地域と

の交流や連携を深めることにより、相乗効果が期待される。 
 
町政執行方針の中で「古くて・新しい町」を掲げ、このことを具現化するためには、

江差町の文化遺産の保存・伝承を町民の協力を得ながら、しっかり後世に引き継ぎ、若

者や子育て世代が住みたい、多くの方々が遊びに行ってみたいまちづくりを推進して頂

きたい。 
 




